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（はじめに）日本の骨粗鬆症患者数は 1280万人と推計される（Yoshimura N et al. 2009, 
Yoshimura N et al. 2010）．骨粗鬆症は将来的に脆弱性骨折を引き起こし，寝たきり状態
や日常生活の制限，さらには要介護人数を増加させる原因の一つとなっている（Sakamoto K 
et al. 2006）．よって骨粗鬆症を予防することはわれわれの重要な課題の一つである．2000
年のアメリカ国立衛生研究所（NIH）でのコンセンサス会議では骨粗鬆症の定義を「骨強度
の低下を特徴とし，骨折のリスクが増加しやすくなる骨格疾患」とし，骨強度は骨密度と
骨質の二つの要因から成るとした（NIH Consensus Statement.2000）．現時点では骨質の評
価は生化学的な骨代謝マーカー以外に臨床的には評価する手段がなく，骨代謝マーカーに
期待が寄せられている．骨代謝マーカーの役割として①現在の骨代謝状態の把握，②骨量
変化の予測，③骨折危険度の評価，④薬物治療効果の判定が挙げられる（Chaki O et al. 2000）
（Vasikaran R et al. 2011）．現在いくつかの骨代謝マーカーが存在するが，Intact P1NP
（インタクトⅠ型プロコラーゲン-N-プロペプチド）は，骨形成マーカーの一つであり，骨
形成の比較的早い段階での骨基質の形成能を鋭敏に反映するマーカーと考えられている．
特徴として日内変動が比較的少ない，食事の影響を受けない，血液から採取するため加齢
に伴う腎機能低下の影響を受けないなどが挙げられる．また，骨吸収マーカーの一つであ
る sCTX（血中Ⅰ型コラーゲン架橋 C-テロペプチド）は，破骨細胞による骨吸収が起こる際
にⅠ型コラーゲンの分解過程に放出される物質である．sCTXには日内変動，食事の影響が
あるため，空腹時，朝の採血を守る必要がある． 
（目的）骨代謝マーカーには人種差（Clark P et al. 2009）（Pongrak and Kittisak. 2009）
（Ardawi et al. 2010）があることが知られている．骨粗鬆症診療において sCTX，Intact P1NP
ともに有効な骨代謝マーカーの一つであるが，いまだ日本人の基準値が策定されていない．
そこで今回健常日本人女性の生涯にわたる骨代謝状態を確認したうえで，sCTX，Intact P1NP
の基準値を策定することを目的とした． 
（方法）19-83歳の健常日本人女性 228例の血清を用いて sCTXおよび Intact P1NPの骨
代謝マーカーを測定した．対象者は，年齢，身長，体重，月経周期または閉経年齢，出産
歴、骨代謝に影響を及ぼす薬剤の使用の有無，6ヵ月以内の骨折の有無を問診および調査票
により確認した．前日夜からの絶食を確認した上で午前中に採血を実施し，検体を血清分
離した．得られた結果は閉経の有無により群別し，10歳ごとに振り分け，各年代別の骨代
謝状態を確認した．そして，骨代謝回転が最も安定している 30-44歳の検体を用いて閉経
前の健常日本人女性における基準値を，また閉経後の検体を用いて閉経後の基準値の策定
を試みた．それぞれのデータ解析には相関分析，2群間の有意差検定（Student-t検定）を
行い，有意水準はいずれも 0.05とした．また，基準値の策定には日本骨粗鬆症学会の「骨
粗鬆症診療における骨代謝マーカーの適正使用ガイドライン（2004年版）」を用いた． 
（結果）各年代別で検討してみると sCTX，Intact P1NPともに 10代でもっとも高値を示
し，以後徐々に低下し，30-44歳でもっとも低値を示し，閉経後になると個々にばらつきを
示した．閉経前 30-44歳群および閉経後群を用いて，閉経前，閉経後の健常日本人女性の
基準値を検討すると，閉経前 30-44歳群の sCTXにおける平均値および平均値±1.96SDはそ
れぞれ 0.255ng/mL，0.100-0.653ng/mL，Intact P1NP における平均値および平均値±1.96SD
はそれぞれ 33.2μg/L、17.1-64.7μg/Lであった．また，閉経後群の sCTXにおける平均値
および平均値±1.96SDはそれぞれ 0.345ng/mL，0.115-1.030ng/mL，Intact P1NP における
平均値および平均値±1.96SDはそれぞれ 41.6μg/L、21.9-79.1μg/Lであった． 
（考察）今回の対象症例は日本人の基準値となり得るもので，骨代謝に影響を及ぼさな
い状況にある女性が対象（健常女性）である．閉経の有無により 2 群に分けた上で年代別
に sCTX，Intact P1NP の詳細な分析から思春期以降の健常日本人女性の生涯の骨代謝状態
が示された．生涯の骨代謝状態では 30 代から 40 代前半が最も骨代謝状態が安定している
ことが示され，30-44歳群の検体を用いて基準値作成をすることが適切であることが示され
た． 
（結語）今回，健常日本人女性における sCTX および Intact P1NP の基準値を策定した．
これらの基準値を用いることにより骨粗鬆症治療の治療効果判定，現在の骨代謝状態の把
握，骨折危険度の予測，骨密度低下，上昇の予測などの臨床利用が可能である．また，骨
代謝に影響のある薬剤使用時の骨代謝への影響，癌の骨転移の可能性の判断，骨密度測定
ができない施設での骨代謝評価が可能であり今後更なる臨床利用が広がる可能性があるこ
とが示唆された．今回の基準値をもとに，今後更なる骨粗鬆症診療への利用が期待される
とともに，骨粗鬆症性の脆弱性骨折の減少につながることが期待される． 
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